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骨粗鬆症治療薬の ビスボスホネー トと顎骨壊死
の関連 についての研究は,基礎 臨床 を問わず多く
の歯科領域の学会で 目にすることができる。 しか




複 した場合に起 こると考えた方が理解 しやすい。
疫学的調査から,抜歯やインプラント手術,歯 周





は,ビ スホスホネー トによって顎骨壊死が起 きた
部位か ら多 くの細菌が検出 されるが,invitroの
実験系においてビスボスホネー トが細菌のバ イオ
フィルム形成 を促進するとい うものである。細菌
がバイオ フィルムを形成 した場合 には抗菌薬や消
毒薬の作用を受けにくく,白血球による貧食作用
に抵抗す ると共に抗体や補体 も結合 しにくくなる。
ビスホスホネー トによる顎骨壊死が難治性である
理由とも考 えられる。第2は,ビ スホスホネー ト
が細菌感染に対する宿主の炎症反応 を増強するこ
とである。細菌 などの微生物感染に際 して,ヒ ト
は各種の炎症性サイ トカインと呼ばれる生理活性
物質を産生 して生体を防御する。 しか し,これら
のサイ トカンは宿主の組織 に対す る破壊作用も伴






























要があると考える。 ビスホスホネー トは,骨 粗鬆
症治療薬 として極めて有用性が高いものである。
高齢化社会 を迎えた我が国で この薬剤を多くの患
者が安心 して服用で きるためにも,歯科医学研究
の果たす役割は大きい。
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